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はじめに 

  

議員事務所において、労力を要する仕事である後援会名簿管理を少しでも容易

に出来ないかと国会議員秘書時代に選挙直前の中開発した事がありました。 

 

その経験を活かし＠夢路の開発を始めたところ、ソフトの作成と名簿の管理を

して欲しいとの別の国会議員事務所から要請を受けてその事務所のカスタムソ

フトも作り始めました。 

 

その結果、カスタムソフトの開発と事務所内で名簿事務のお手伝を１年間して

いる中、並行してこの＠夢路の開発となりました。 

 

そもそも、事務所毎にカスタムソフトをシステム開発会社へ発注すると１００

万円前後とかかってしまいます。しかも出来てきたソフトは開発期間に時間も

かかりその上、使いにくかったりして、また新たに追加料金を支払い開発をお

願いする羽目になったりもします。 

 

そんな悩みを解決するにはこの＠夢路が最適です。この＠夢路は国会議員事務

所の現場の為のソフトです。 

 

それでも、事務所によっては、機能的にさらに必要な部分、又はそうで無い部

分があるかと思いますが、この＠夢路をベースに開発する事で費用の節約と開

発期間の短縮が出来ます。 

 

 

 

 

 

パソコン２台以上使いネットワークで運用する場合、２つの FilemakerPro が必

要です。また設定が必要になりますが、設定は簡単に行えます。しかしながら

設定は弊社でも承っておりますので、お気軽にご相談下さい。 

 



また、１台のみのパソコンで運用するスタンドアローン版を選択頂いた方は、

将来ネットワーク運用可能な FilemakerPro 版への移行も可能です。 

 

スタンドアローン版の購入者で開発をご依頼頂ける場合ですが、この場合は

FilemakerPro 版への移行をお願いしております。 

 

そして選挙の時など名簿入力は本当に大変です。しかし、ネットワークを介し

た複数ユーザーの同時使用は FilemakerPro を買い足すだけです。 

（５台まで増設可。これ以上は本格的なサーバー導入が必要になります。） 

 

 

最後にこの度は、後援会名簿管理ソフト「＠夢路」をご選択頂き誠にありがと

うございます。さらに良いソフトを開発する上で皆様のお声を何より頂きたい

と思っております。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

本アプリケーションは Filemaker 社の FilemakerPro を使って開発しております。

よって本アプリケーションは FilemakerPro の仕様に準じております。 

 

FilemakerPro は Filemaker 社の商標です。 

FilemakerPro をご購入の際は FilemakerPro13 以降をお買い求め下さい。 

 

 

以上、議員事務所様の後援会名簿管理簡略化の一助となれば幸いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



1. 初めて後援会名簿管理ソフト「＠夢路」を立ち上げる。 

ダウンロードした zipフォルダを解凍して対応した OSの夢路をお使いくだ

さい。	 	 	

例）、スタンドアローン版の場合（yumeji_win／yumeji／yumeji.exe）こ

の場合 win フォルダ下位の yumeji フォルダ（フォルダごとすべて）をデス

クトップ若しくは、ドキュメントフォルダの中に貼り付けてから下記の説

明をご参考下さい。（Mac は win を mac に読み替えて下さい。）	

(a) yumeji フォルダの中の下図のアイコンをダブルクリック。フォルダの
中はデータベースソフトで必要な書類がたくさん並んでいますので、

削除せずにお使い下さい。 

もしくは 	

	（アイコンが環境によって正しく表示されないことがあるようです。その場合

は左のアイコンを探してください。）	

(b) FilemakerPro 版のアイコンは下図のアイコンとなります。ただし、お手元

のパソコンに FilemakerPro がインストールされていない場合、アイコンは正しく表示されま

せんし、お使いになれませんので先ずは FilemakerPro をインストールして下さい。	

	

	

(c) 最初に次の図のようなウィンドウが現れます。実行を押して下さい。	



	

	

(d) 次に小ウィンドウが現れます。ユーザー名を入力して下さい。ここで
のユーザー名は次の(e)で入力するアカウント名の初期値（デフォルト）

になります。一番使うユーザーの名前を入れておくことをお勧めしま

す。（このユーザー名は後からでも変更できます）	

	

	 	 	 	 ＊変更は編集→環境設定で変更できます。	

	

(e) アカウント名とパスワードを入力してください。	
① アカウント名：trial	（trial は１０００件までのお試しです。）	
② パスワード：trial	 	
(購入された方は発行されたアカウント名とパスワードを入れて

ください。)	

	

	



	

(f) 購入された方は「yumeji」で始まるアカウントとパスワードを入力す
るとパスワード変更の小窓が表示されますので、事務所オリジナルの

パスワードに変更してお使い下さい。	

	

	
	

(g) 使用許諾	
① 「同意する」を選択いただければソフトは使用できるようになり
ます。	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	



2. 初期設定	
(a) メニューから「初期設定」をクリック。	

 	

	

	

(b) 初期設定の画面で議員名など事務所情報を入力します。	

	

領収証に事務所の情報を載せることができます。	

	

(c) 入力後「戻る」ボタンでメニューへもどる。	
	

 

 



3. アカウント管理

 

(a) メニュー画面の「アカウント管理」ボタンをクリック	
(b) 職員情報画面にてこのデータベースに携わる人の権限を作成します。	

	

① アクセス権「秘書」は＠夢路の全ての機能を使用できます。。	
② アクセス権「ボランティア」は印刷やデータのエクスポートが制
限されます。	

(c) すでに作成したアカウントの権限を変更する場合は、一度「アカウン
ト消去」ボタンをクリックの上、作成し直してください。	

(d) 作成終了後は「戻る」ボタンをクリックして、作成したご自分のアカ
ウントを入力して確認してください。	

① 今後は作成したアカウント名とパスワードを＠夢路を立ち上げ時
に入力して下さい。レコード作成者、更新者を確認できるように

なり、また、秘書権限とボランティア権限のアカウントを使い分

けることで、セキュリティもあがります。	

	



4. テンプレート管理

	

(a) ここでは定期的に使う文章を作成しておくことができます。	
下図の例では後援会入会のお礼状を準備しています。	

実際の夢路には１２か月分の礼状をサンプルとしてご用意しました。参考にお使いください。	

① まず「文章タイトル」と「文章種類」を入力します。	
② 次に下図の【氏名】は実際の氏名が置換されます。右のポップア
ップメニュー「置き換え文字」をクリックすることで目的の置き

換え文字をテンプレート内へ貼り付けることができます。	

 

	

③ ここでの準備はここまでですが、このテンプレートを使って縦書
きの書類や、普段お使いのフォント（行書体など）に変更してお

使いください。	

④ この続き印刷については７(b)をご覧下さい。	
	

	



5. 最新郵便番号

	

(a) 郵便番号は新しい郵便番号のデータが更新されたときに IPC よりメニ
ュー下の小窓でお知らせいたします。そのお知らせに従って、新しい

番号のデータをダウンロードしてください。	

(b) ダウンロード後メニューの「最新郵便番号」ボタンを押します。	
(c) 指示に従い既存の郵便番号データを消去します。	
(d) ダウンロードした書類を選択して開くボタンを押します。	
① 注意、ダウンロードした書類が表示されない場合はファイルの種
類をすべてのファイルにします。	

(e) インポート元のフィールド名とインポート先のフィールド名が合致し
ていることを確認の上、右下のインポートボタンをクリックし、イン

ポートしてください。	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	



6. 名簿管理（基本的な使い方）

 

(a) メニュー画面の「名簿管理」ボタンをクリック	
(b) 「基本情報」画面にて新規レコードを入力していただけます。	

	(製品版)	  （トライアル）	

このボタンをクリックして入力を始めてください。	

(c) 「基本情報」タブ以下の項目が基本的な入力項目となります。

	

① 「姓」から入力していただき、キーボード左上の“tab”を使っ
て入力項目を移動します。	

② （tip:	連名を宛名印刷で含める場合、連名に敬称（様）を予め入
力しておくと便利かもしれません。）	



(d) 入力支援している機能	
① メールアドレスを入力後メールニュース送信可否のラジオボタン
が「可」になります。	

② 住所種別はドロップダウンリストが表示されますので選択するこ
とで入力できます。［ドロップダウンリストの中の「編集」を選択

するとリストの中身を編集できます。	

(ア) 新規レコードボタンを押すと自動的に住所種別に「自宅」と「勤務先」が入力され

るようになっています。宛名印刷で重要な部分ですので、「自宅」は消去しないで

下さい。	

③ 次の郵送ボタンでは郵送するかしないかの情報を入力するように
なっておりますが、ここの編集は左の「郵送ボタン」を押して編

集して下さい。（トライアルでは編集できません）	

④ 半角英数で郵便番号を入力頂くと住所がコピーされて表示されま
すが、希に間違えて入力したり企業などの独自の郵便番号などで

エラーが表示されます。対処方法はメッセージにしたがって下さ

い。	

⑤ 郵便番号がわからない場合、住所（番地は入力せずに）を入力し、
〒検索ボタンを押して目的の郵便番号右のボタンをクリックして

ください。	

⑥ 「カテゴリボタン」郵送ボタンと同じような操作方法で内容を編
集できます。	

⑦ 「履歴」の登録日は自動的に入力されます。内容は住所種別と同
じようにリストを選択するか直接入力することが可能です。編集

もできます。	

(e) 特記事項はいわゆる備考もしくはその他のようにお使いください。文
章中改行もできます。	

(f) 紹介者・出自は紹介者情報の入力、あるいは初回の出会いのきっかけ
など記入していただければとご用意いたしました。	

(g) 重複氏名は同姓同名を表示しています。同じ人物かどうか評価すると
きに詳細ボタンを押して確認してください。尚、新規データが一番下

に表示されます。	

(h) 重複住所は同一世帯または同一会社の方の宛名違いの登録を確認でき



ます。序列をつけておくと訪問カード印刷などに役立ちます。	

① さらに誤字、旧字違いの氏名も同一人物か同姓同名の別人かチェ
ックしやすい。	

(i) 履歴の使い方は７、をご参照下さい。	
(j) 「画像１」「画像２」タブは右の大きめの空白の箇所に写真やスキャナ
ーなどで名刺や紹介ハガキを取り込んでその画像をコピー貼り付けも

しくはその空白の部分で右クリックをして取り込み予定のピクチャを

取り込んでください。取り込んだ後でその情報を参考にしながら名前、

住所を入力すると入力しやすいと思います。（tip:	FilemakerPro 版を

ご購入の方で２つ以上の PC でネットワーク運用されている場合、選挙

の時など時間に追われている時は画像を貼り付ける係と入力する人と

役割分担などすることで作業の効率が上がります。）	

(k) 「MAP1」「MAP2」タブは住所を入力した上の「1」「2」に対応した Google
マップが表示されます。	

(l) 検索の仕方は次の Filemaker 社提供の pdf をご参照下さい。最新版は
ダウンロードして頂ければと思いますが、リンクが切れてしまった場

合にフォルダの中の「100120_ITguidebook_8.pdf」でもご参照頂けま

す。	

① https://filemaker-jp.custhelp.com/ci/fattach/get/44440/0/f
ilename/100120_ITguidebook_8.pdf	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	



	

7. 履歴の使い方。 

(a) 日付、名称、活動、反応、金額、備考、対応方法	
① 日付は履歴の作成日が自動で入力されます。	
② 「名称」、「活動」、「反応」と入力して頂けます。	

(ア)ポップアップメニューから選択できるようになっていま

すし、一番下までスクロールしていただくと編集とあり

ます。編集をクリックすると編集用の小窓が現れますの

で編集をしてください。	

① 活動と名称の違いについてなどは、事務所によって
必要がなかったりするかもしれません。事務所内の

決めごとに従って利用して下さい。	

③ 「履歴マスタへ移動」ボタンとその右３つのクリップボタンは同
じ内容の履歴を何度も入力する作業の時にお使い下さい。	

(ア)「履歴マスタへ移動」ボタン押しますと、レイアウトが変わ

ります。	

(イ)新規のボタンを押して頂き必要な項目に履歴を入力します。	

(ウ)入力した項目の右の４っつのボタンの上に内容が書かれてい

ますので、その指示に従ってお使い下さい。（尚、パソコンご

とに違う履歴をクリップに保存できます。）	

④ 「更新日」「更新者」は自動的に入力されます。	
(b) テンプレートを使用したレポートの印刷	
メニューにあるテンプレート管理にて作成したテンプレートを使用し

て、基本情報の氏名などを自動置換することで名前入りの礼状などを

印刷することができます。また履歴の中に情報を残す事にしています

ので、その中で処理します。 
① 青字の個別印刷の右のフィールドをクリックするとテンプレート
管理で作成した「文章タイトル」がポップアップメニューで選択

します。	

② その次のフィールドでは「文章種類」を選択します。	
③ 次に「確認ボタン」をクリックします。	
④ テンプレートを利用して置換元のデータが作成され表示されます。	



⑤ レイアウトが良ければ、確定を押します。	
⑥ 横書きですが、このままで使えるようでしたら、文章全体を選択
して、フォントなど体裁を整えた上で、印刷ボタンを押して印刷

してください。（tip:	テンプレートで使用したフォントが反映さ

れます。）	

⑦ 縦書きクリック後は⑥と同様です。	
(ア)注、縦書きの時にお使いのフォントによっては句読点が左に

来る場合がありますので、正しく表示されるフォントをお選

び下さい。	

⑧ 領収証ボタンは下図が表示され印刷できます。団体 No.は初期設定
の画面一番下にあった No.が表示され選択する事で領収証発行者

に初期設定で入力した情報が反映されます。都合で初期設定をご

使用下さい。＊デザインの変更などは別途お問い合わせ下さい。	



	
8. 【インポート	＆	エクスポート】	

(a) インポートは“import_data.csv”をお使いください。	
（エクセルなどのデータを取込むときに使用できます。スキャンして

OCR ソフトを併用して戴くことも入力スピードを上げられます。因みに

他社様の有料サービスですが名詞入力の代行を利用されても便利だと

思います。）	

① zip を解凍したフォルダに import_data.csv がございます。それを
ドキュメント直下に保存してください。	

② 取り込み予定のデータを import_data.csv を Excel で開き、１列
目のフィールド名とその順番を崩さずに他からのデータを貼り付

けてお使いください。	

③ 氏名とフリガナは氏と名の間にスペース（半角でも全角でも構い



ません）を入れてください。	

④ 「住所種別」に自宅、勤務先、団体や「郵送」に１を予め入力

（import_data.csv に入力しておいてください。）	

⑤ 夢路に戻り、インポートの下の「１、突合データベースへ全て取
り込む」ボタンを押して下さい。	

⑥ 事前に取り込み専用のデータベースに先ずは取り込みます。	
(ア)表示が中間のデータベース（Import）に変わります。	

(イ)名前の分割や住所の分割がうまくいっているか確認後「ホー

ム」ボタンをクリックし「インポート	＆	エクスポート」の

タブをクリックしインポートの処理を続けます。	

⑦ この手順は実行してもしなくても構いませんが、データを全く入
力していない状態での初めての取り込みではこの手順をスキップ

してください。「２、取り込み前新規データ表示」ボタンを押しま

す。取り込んだデータベースの中で名前が重複していないデータ

のみを表示します。 
(ア) ⑦の手順は同一人物か否か判断せずに機械的に同姓同名者を
取込専用のデータベースで対象外とします。事務所様によっ

ては使わないで常に全て取込、重複氏名や重複住所の表示を

確認することで人による判断をするという使い方をして戴い

て良いと思います。この場合もこの手順をスキップして下さ

い。 
(イ) ここで注意点が一つございます。通常の名簿管理の基本情報
で過去にインポートした人を削除すると、ここのインポート

の⑦の手順で重複氏名に引っかからずに再度新規のデータと

してインポートしてしまいます。出来れば基本情報では削除

せずに「郵送」欄を３の拒否にして管理下さい。またこの手

順で表示された「import」のレイアウト画面では右上の作成
日を確認して下さい。この日付が今回の日付と違えば削除し

てご利用下さい。 
⑧ 最後に「３、基本情報へインポート」をクリックして取り込み完
了です。（少し時間がかかります。） 

(b) エクスポート 



① 対象レコードリスト１と２がありますが、基本情報のところで入
力した住所１と２に相当したデータをエクスポートします。 

② データは検索して絞り込んだ対象のデータを出力します。検索し
ない状態（すべて表示）の時はすべてのデータが対象のデータと

してエクスポートされます。 
(ア) このデータを業者さんに渡して定期発行物などの宛名に加工郵送してもらう場合

にもお使い戴けます。 

③ その他エクスポートしたい情報は「フィールドデータのエクスポ
ート順」ウィンドウ時に自由に左から選んで右に移動することで

エクスポートできます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
9. 宛名印刷 

選挙ハガキの宛名スペースにおさまる大きさのラベルシール。 
	  	 品番はA-one	31516	（品番72244の増量版）	

	 サイズ：25.4mm	×	48.3mm	 余白：上下 8.8mm	 左右 8.4mm		

その他ラベルシール	

	 品番 A-one72224	,	72421	,	72312	



	 	

等に対応しております。	

品番は全て A-one の物ですが、同じサイズの物であれば使えます。	

	

	 （他の種類のラベルシールを印刷する必要がある場合はご用命ください。）	

 



	

	

(a) ここでは主にラベル小の説明となりますが、ラベル大と角形２号封筒
の宛名印刷まで基本的な考え方、操作方法は同じになります。 

(b) ６. の基本情報を入力で住所種別のデータを入力し、「ラベルへ転送」
ボタンを押すことで置換元に用意してあるラベルのレイアウトを元に

コピーされます。このボタンを押し忘れると思いますので、その隣り

に「全ラベルへ転送」ボタンも用意しました。 
① 基本情報を最終的にラベルに綺麗に反映するには、基本情報に置
き換わっている赤丸のラベルの枠の中で編集して、確定ボタンに

チェックを入れておいて下さい。住所の長さの問題から、確実に

ラベルで印刷するために必ずチェックしていただく必要がござい

ます。 
(c) ラベルレイアウトの編集 
① ３. テンプレート管理 で置き換え文字の一覧がポップアップメニ
ューになっていましたが、こちらでは一覧でご覧いただけるよう

にいたしました。この中から必要な置き換え文字を選択して、す

ぐ右の青い矢印をクリック頂くことで、ラベルレイアウト内に貼

り付けることができます。 
② 以上を繰り返し編集してください。 



(d) 印刷は普段お使いのプリンタに出力して下さい。 
① A4 縦	 を指定して下さい。 
② 上手く印刷できない場合はプリンターの仕様が異なる為に起こり
ますので、ご購入の際にご相談ください。 

(e) (b)の操作をしていれば基本的に以下の説明は要らないのですが、以下
は青い矢印ボタンの説明です。下図の赤丸のところの矢印は左の置き

換え文字を右の対応するレイアウトへコピーします。 

 
(f) 上図の青丸の矢印は基本情報で入力した住所種別「自宅」若しくは「勤
務先など（自宅以外）」を参考に置換元の欄へ該当するレイアウトの置

き換え文字をコピーします。 
(g) 「基本情報に置換」文字の下の青矢印は入力した名前や住所に置き替
えて表示します。 

(h) 角形２号封筒も同様の操作ができますが、印刷領域が大きいのでレイ
アウトも２つのタブに分かれてしまいわかり難くなってしまいました

ので、どの部分がどの部分と同じ内容になるか分かるように、♠、♦、

♣を表示して有ります。 
① その他ではハガキ、長３封筒、角形２号封筒に直接印刷できます。 

② 角形２号封筒は宛名を横書きと縦書きの印刷が選べます。 

③ 次の図では横書きの宛名印刷が出来ます。赤丸のところのタブを
選択して横書きか縦書きの宛名を選択して④のアイコンをクリッ

クすることで印刷できます。 

④ 	  

⑤ なお、印刷の時の注意点がありますので、続けて１０、印刷をご
参照下さい。 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



10. 印刷 
(a) 下の図は印刷をするときに現れますが、対象レコードとあります。ク
リックすると現在のレコードも選択することが出来ます。この違いを

説明します。 
① 対象レコード 

(ア) 今ブラウズ中のレコードが全て印刷されます。例えば印刷の
前に検索を行っておけば、選び出されたレコードだけが対象

になります。また、全レコードをブラウズしている場合は全

レコードが対象レコードです。 
② 現在のレコード 

(ア) 現在表示している１レコードだけ印刷します。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 



11. 訪問カードの印刷 
(a) ２つのボタンを基本情報画面に配置致しました。 
(b) １と２がそれぞれの住所１と２の印刷に対応しています。 
(c) 印刷は対象レコードを印刷するようになっております。 
① 表示しているレコードのみを印刷する場合には印刷のダイアログ
のウィンドウで対象レコードとなっている部分を現在のレコード

に選択しなおして印刷いただけると印刷できます。 
(d) 印刷をさらに小さくするあるいは表示内容に変更の必要があれば個別
にご相談下さい。費用は別途掛かりますが、ご希望のレイアウトに変

更させて頂きます。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



12. マスタ管理 

(a) 郵送マスタ 
① 「郵送」ボタンを押すことで編集できます。ただし、４のデータ
は変更しないようにお願いいたします。４を選択した時に名前の

横にリボンのマークが表示されるようにシステムで使用しており

ます。 
(b) カテゴリマスタ 
① 「カテゴリ」ボタンをクリックすることで編集できます。 
② こちらは検索の時に使い勝手がいいと思いますので、必要な肩書
きやら団体名などご自由にお使いください。 

③ 表示領域を広げたい場合、やはり別途料金が発生致しますが、お
問い合わせ下さい。 

 


